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論文内容の要旨
立体テレビなどの三次元画像表不分野では.幅験.焦点調節，両眼調差など生理的な三次元知覚情報を
備えもつ三次j己テ'イスプレイの実現が望まれているつホログラフィによる立体像は.すべての三次元知覚
特性を備えており.多人数での観察も可能であることから.理怨的な表示手法と考えられているが.光学
システムの制約により.現時点ではホログラフィによる動画立体像の表示は難しいのこのような現状のな
か，将来，動向ホログラフィが実現されるまでの聞に.比較的理想に近い中間的なシステムを実現するこ
とが重要である。本研究では，比較的理想!に近い動酬な体像を表示するために.静止l珂ホログラフィのー
技術であるホログラフィックステレオグラムのな体像表示原理に注目し，液品ノfネルとホログラフィック
光学素子を用いた多視点からJ'r.体像の観察が4能な立体表ボ装置を提案し，ふ;方式の二次元ディスプレイ
の諸特性や有効性などの検討を行い，その成果を10辛にまとめた。それらの要旨は以ドの通りである。
まず，ホログラフィックステレオグラムを用いて， iJJ面化を行った動画ステレオグラム(視景画像記録
方式)を提案し， 4視差の立体像がよ不可能な装置の試作を行い，その角効件.について検討した。その結
果，本装簡は. iー 観察者が視点を変えればそれに応じて別の方向からも立体画像が観察できる」という特
性を有しており，従来方式に比べ立体感が向上するという.優れた特徴を持つことを確認することができ，
視差数を更に増やすことにより，比較的理想に近い動[Ibiv.体像表示を行えることを明らかにした。
次に，先に提案した視差岡像記録b式のステレオグラムより視I数を増やし，視差画像のサンプリング
位置を変更した動画ステレオグラム(視差光線記録方式)について提案し. 3 2視莞の立体像が表示司能
な装置の試作を行い，立体表示装置の視基数を増加させることの台ー効性について検討した。 4視差表示に
比べ32視差表示では.表示像の視言宗教の増加により立体感が向上することが確認できたが，提案した方
式では.表示観差数の増加により立体像の画質が低下するという|問題をもつことも明らかとなった。
更に，動画ステレオグラムと光学ホログラム(静止問)とを合成するなどの動画ステレオグラム装置の
高解像度表示の方法について提案し，表示立体像の両質を改普した場合の効果について検討を行ったとこ
ろ，本方式による高解像度の立体像表示を行うことで，ホログラムに近い立体像の表示が行える可能性が
十分にあることが確認でき.提案方式が，中間システムとして比較的理想に近い動画立体像表示装置を実
現できることが分かつた。
論文審査の結果の要 旨
時想的な立体映像表現に近い特性をもっホログラフィは，その情報記憶の基ふとなる半渉縞の高密度性
が電子化の妨げとなり，実用的な電手立体映像表示システムの実現手法となり行ないでいる。一方，最も
実用的な電子立体映像表示システムの実現手法であるステレオグラム方式は視覚に生煙的悪影響をもたら
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す恐れがあり，広く実用化されていない。本論文は，このような電子立体映像表示システムの現状を克服
することを目的として，液晶テPイスプレイに適した多視点ステレオグラムによる電子立体映像表示システ
ムを提案し具体的なシステムを実現し諸特性を検討することによって，その有用性を明らかにした研
究成果をまとめたものである。
最初に，ステレオグラムを実現するためには，左右，それぞれの自に映像を入力するための特殊なスク
リーンを必要とするが， レンティキュラーレンズなどの特殊スクリーンに比べ，大型スクリーンを比較的
容易に製作することができるホログラフィック光学素子によるスクリーンを提案している。これは，液晶
デ、ィスプレイの各州素に与える特性に対応したホログラムの集合体をホログラムスクリーンとしたもので，
立体空間に任意の点光源を創出しこれらを組み合わせることによって立体物を表示する機能をもっ。著
者は本手法によって表示される点光源の特性を検討することによって.本スクリーンが多視点立体映像表
示の基本要素となり得ることを示している。
次に，このスクリーンを用いたふたつの立体表示手法を提案し， 640幽素x480画素の液晶とホログラム
スクリーンによる立体映像表示システムを実現しその諸特性を検討することによって.これらのシステ
ムが十分に実用性をもつことを示すとともに，そのカラー化手法について提案している。
最後に， 4視点の立体映像表現を行い，比較的ホログラフィによる立体表示に近い特性をもっ映像表現
ができることを示し，多観点、立体映像表示が単なるステレオグラム方式と比較して，視覚への生理的影響
を軽減できることを示唆している。
これらの成果は立体映像表示に関する画倣情報光学の発展に寄与することが大であるの従って.本論文
の着者は，博士(工学)の学{立を受ける資格を有するものと認める。
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